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· 教材概要

組込みソフトウェア開発の現場で、開発規模の増大のためプロジェクト計画書の必要性を感じている中堅技術者およびプロジェクトマネージャ／リーダー向けに、プロジェクト計画書に何を書くべき（記述内容）か、どのような記述フォームで書くべき（記述形式）か、を理解してもらうセミナー教材です。基礎編コースは、主にESMR*を参照して開発しています。
また、本教材はセミナー講師向けの指導ポイントや解説の仕方を織り込んでいるため、ESMRの内容を理解した人であればESMRのセミナー講師を担うことができるように工夫しています。更に、本教材のセミナー講師向けの指導ポイントや解説の仕方にフォーカスすれば、ESMRトレーナー養成セミナーを開催することも可能です。
*ESMR（Embedded System development Management Reference）
組込みソフトウェア向けプロジェクトマネジメントガイド［計画書編］
· 教材一覧

1． コースシラバス

2． 講義用教材の解説スライド（ノート付き）
3． 演習用教材

1 演習問題スライド（ノート付き）

2 解答用紙

3 解説付き解答例

4 その他関連ワークシート

4． 関連資料

1 アンケート

2 運用マニュアル

· 基礎編コース教材の用途及び利用時の注意
	教材名
	用途及び利用時の注意

	１．コースシラバス
	【用途】

本教材を利用したセミナーを開催する場合に、セミナー内容を紹介するために用いる。
【利用時の注意】

· コースシラバスは、一般受講者向けに書かれているため、本コースのトレーナー（講師）を養成する目的でセミナーを開催する場合は、「トレーナー養成セミナー」であることを明記する。

	２．講義用教材の解説スライド（ノート付き）
	【用途】

「ESMR組込みソフトウェア向けプロジェクトマネジメントガイド[計画書編]」の内容を一般受講者に解説するために用いる。または、トレーナー向け（講師向け）に一般受講者への解説の仕方を教えるために用いる。

【利用時の注意】

· スライドの表紙タイトルは、セミナーの開催目的に応じて見直す。

· 解説スライドのノート部はトレーナー向け（講師向け）内容のため、一般受講者に配布する場合はノート部を削除して配布する。

· 一般受講者向けに説明する場合は、プロジェクタ等でスライド部のみを表示し、ノート部を参照しながらスライド部の内容を説明する。

· トレーナー向けに説明する場合も、プロジェクタ等でスライドのみを表示するが、説明は、トレーナー向けのノート部の内容を中心に説明する。


	３．演習用教材
	【用途】

グループ演習形式で、プロジェクト計画書の書き方を理解するための教材。
【利用時の注意】

· 各教材の表紙タイトルは、セミナーの開催目的に応じて見直す。

· グループ演習は、紙ベースで行うことが出来るが、グループ演習の結果発表は、書架カメラを用いてプロジェクタ等に投影することが望ましい。


	
	1 演習問題スライド（ノート付き）
	【利用時の注意】

· 演習問題スライドのノート部はトレーナー向け（講師向け）内容のため、一般受講者に配布する場合は削除して配布する。

· 一般受講者向けに説明する場合は、プロジェクタ等でスライド部のみを表示し、ノート部を参照しながらスライド部の内容を説明する。

· トレーナー向けに説明する場合も、プロジェクタ等でスライドのみを表示するが、説明は、トレーナー向けのノート部の内容を中心に説明する。


	
	2 解答用紙
	【利用時の注意】

· グループ演習時に個人のワークシート用に配布する。

· また、グループ演習結果の記入・発表用に配布する。

	
	3 解説付き解答例
	【利用時の注意】
· グループ演習終了時に解答例として配布する。

· グループ演習結果の発表時に解説しても良い。

	
	4 その他関連ワークシート
	【利用時の注意】

· 本教材は、「ESMR組込みソフトウェア向けプロジェクトマネジメントガイド[計画書編]」のChapter1を抜粋したもので、演習時に参考資料として利用する。ただし、ESMRを配布済みの場合、この資料は不要。

	４．関連資料
	

	
	1 アンケート
	【用途】

組織内で実施した基礎編コースセミナーを評価するために、セミナーを受講した人にアンケートを実施し、組織内教育の改善に努める。
【利用時の注意】

· アンケートのテンプレートとして利用する。

	
	2 運用マニュアル
	【用途】

基礎編コースのセミナー開催をセミナー運営組織（事務局など）に依頼する場合に用いる。
【利用時の注意】

· 組織内で実施するセミナーに合わせてカスタマイズする。


以上
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